
富
士
市
の
新
ポ
ン
プ
場
起
工

Ｄ
Ｂ
＋
包
括

的
民
間
委
託
施
工
は
大
豊
建
設


静岡県

鎌
入
れ
す
る
関
根
支
店
長

鍬
入
れ
す
る
川
田
局
長

鋤
入
れ
す
る
浅
田
専
務
執
行
役
員

　
静
岡
県
企
業
局
が
設
計
・
施

工
一
括
︵
Ｄ
Ｂ
︶
＋
包
括
的
民

間
委
託
方
式
で
整
備
す
る
﹁
ふ

じ
さ
ん
工
業
用
水
道
﹂
の
新
ポ

ン
プ
場
の
起
工
式
が
９
日

富

士
市
伝
法
の
現
地
で
開
か
れ

た

‖
完
成
イ
メ

ジ
︵
大
豊

建
設
提
供
︶


　
神
事
で
は
建
設
技
術
研
究
所

の
関
根
秀
明
中
部
支
店
長
が

鎌

川
田
剛
宏
企
業
局
長
と
金

指
祐
樹
富
士
市
長

ユ

ザ


を
代
表
し
て
ふ
じ
さ
ん
工
業
用

水
道
協
力
会
の
藤
原
隆
史
会
長

︵
日
本
製
紙
富
士
工
場
長
︶
が

鍬

大
豊
建
設
の
浅
田
潤
一
専

務
執
行
役
員
土
木
本
部
長
が
鋤

を
入
れ

工
事
の
安
全
を
祈
願

し
た


　
神
事
後
の
あ
い
さ
つ
で
川
田

局
長
は
﹁
新
ポ
ン
プ
場
は
水
質

の
良
い
芝
川
水
源
を
最
大
限
に

利
用
す
る

水
運
用
変
更
の
肝

と
な
る
施
設
だ

富
士
地
区
の

皆
さ
ま
に
工
業
用
水
を
届
け
る

た
め

安
全
対
策
に
万
全
を
期

す
と
と
も
に
技
術
力
を
存
分
に

発
揮
し
て
も
ら
い
た
い
﹂
と
話

し
た


　
浅
田
専
務
は
﹁
恵
ま
れ
た
水

資
源
を
生
か
し

地
域
産
業
を

支
え
て
き
た
工
業
用
水
道
を
次

世
代
に
つ
な
ぐ
重
要
な
工
事
の

一
端
を
担
う
こ
と
に
大
き
な
使

命
を
感
じ
て
い
る

各
社
の
強

み
を
生
か
し

持
続
可
能
な
事

業
運
営
に
貢
献
す
る
施
設
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
く
﹂
と
意
気

込
み
を
語

た


　
ふ
じ
さ
ん
工
業
用
水
は

旧

富
士
川
工
業
用
水
道
︵
管
路
延

長


︶
と
旧
東
駿
河
湾
工
業

用
水
道
︵


︶
を
統
合
し
た

施
設

施
設
や
管
路
の
老
朽
化

対
応
な
ど
に
対
応
す
る
た
め


官
民
連
携
手
法
を
導
入
し
民
間

の
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入

れ
た
施
設
の
新
設
や
運
転
・
維

持
管
理
を
行
う


　
企
業
局
が

年
に
﹁
ふ
じ
さ

ん
工
業
用
水
道
新
ポ
ン
プ
場
整

備
を
伴
う
包
括
的
民
間
委
託
事

業
︵
更
新
支
援
型
︶
﹂
を
一
般

競
争
入
札
し

大
豊
建
設
を
代

表
と
す
る
企
業
グ
ル

プ
が
受

注
し
た


　
新
ポ
ン
プ
場
の
計
画
水
量
は

１
日
当
た
り

万
０
８
０
０
立

方


原
水
槽

ポ
ン
プ
棟


ポ
ン
プ
設
備

電
気
設
備
を
整

備
す
る

国
内
の
工
業
用
水
道

で
は
初
め
て
ウ
オ

タ

Ｐ
Ｐ

Ｐ
︵
レ
ベ
ル
３
・
５
︶
を
導
入

す
る
工
期
は

年
３
月
ま
で


運
転
・
維
持
管
理
期
間
は

年

３
月
ま
で


年
４
月
以
降
は

運
営
実
績
を
考
慮
し
て
事
業
手

法
を
検
討
す
る


　
三
好
浩
司
所
長︵
大
豊
建
設
︶

の
話

　
﹁

年
前
に

埋
め
ら
れ
た
水

道
管
と
ポ
ン
プ

場
を
つ
な
ぐ
工
事

万
全
を
期

し
て
挑
み
た
い

県
と
も
よ
い

パ

ト
ナ

シ

プ
を
築
き


ふ
じ
さ
ん
工
業
用
水
道
の
最
適

化
に
貢
献
す
る
﹂

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